
山
家
む
か
し
語
り
二
）

　
は
じ
め
に

　
今
年
か
ら
山
家
町
の
歴
史
に
っ
い
て
自
治
会
と
し
て
調
査
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
五
年
か
ら
、
一
部
の
有
志
が
地
域
の
方
々
と
予
備
調
査
を

し
て
、
内
容
、
ま
と
め
方
、
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
ニ
ケ
年
の
予
定
で
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
人
は
自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
自
然
環
境
や
懐
か
し
い
人
々
に
つ

い
て
、
い
つ
の
日
か
思
い
を
馳
せ
る
と
き
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
遠
い
昔
は
と
も
か
く
、
こ
の
山
家
の
里
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち

の
騒
々
し
く
賑
や
か
な
声
と
、
若
々
し
い
お
母
さ
ん
の
弾
ん
だ
声

の
流
れ
て
い
た
時
代
は
い
つ
し
か
過
ぎ
去
っ
て
、
住
む
人
の
数
も

半
数
く
ら
い
に
な
り
、
静
か
な
時
を
迎
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
も
暫
ら
く
の
こ
と
で
、
他
所
で
人
生
の
峠
を
過
ぎ
た
人
々
も
、

故
郷
の
思
い
に
惹
か
れ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
　
平
　
安
　
行

　
別
府
、
浜
脇
と
い
う
こ
と
ば
と
と
も
に
、
そ
の
起
源
や
い
ろ
い

ろ
な
伝
承
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
「
山
家
に
つ
い
て
の
言
い
伝
え
や
昔
語
り
は
、
あ
ま
り
聞
い

て
い
ま
せ
ん
」
と
い
わ
れ
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
。
な
か
な
か

ど
う
し
て
〃
山
家
の
里
に
も
多
く
の
史
跡
や
昔
話
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
別
人
海
岸
は
、
今
で
こ
そ
立
派
な
舗
装
道
路
で
す
が
、
徳
川
時

代
ま
で
は
、
人
々
は
潮
の
干
満
の
合
間
を
み
て
や
っ
と
通
る
こ
と

が
で
き
た
。
府
内
に
は
、
別
府
浜
脇
か
ら
舟
で
行
く
か
、
小
倉
街

道
（
豊
前
街
道
）
を
浜
脇
・
山
家
・
赤
野
・
赤
松
と
登
っ
て
銭
瓶

峠
を
越
え
て
、
城
ノ
腰
・
杵
原
・
生
石
・
勢
家
を
経
て
府
内
の
城

下
へ
ゆ
く
の
が
普
通
で
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
山
家
の
里

は
、
幹
線
道
路
の
要
点
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
後
の
英
雄
大
友
義
鎮
（
宗
麟
）
の
浜
脇
館
が
、
現
在

-
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の
浜
脇
中
学
校
の
体
育
館
付
近
に
あ
っ
て
、
有
名
な
二
階
崩
の
変

の
と
き
に
義
鎮
が
こ
こ
に
居
た
こ
と
は
記
録
に
あ
り
ま
す
。

　
昔
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
で
き
れ
ば
こ
の
機
会
に
、
山
家
の
里
の
伝
承
、
風
習
、
行

事
な
ど
を
掘
り
起
こ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
々
に
伝
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
「
山
家
」
の
地
名
の
い
わ
れ
、
経
緯

　
昔
の
（
昭
和
を
含
む
）
書
き
も
の
、
絵
画
、
写
真

　
昔
の
農
具
、
工
具
、
漁
具
・
玩
具
な
ど

　
昔
話
や
言
い
伝
え
、
お
祭
り
や
行
事

　
宗
教
的
な
石
造
物
、
木
造
物

　
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
と
考
え
ら
れ
る
も
の

を
ご
存
じ
の
方
は
、
次
の
編
集
グ
ル
ー
プ
の

　
一
組
　
二
　
時
田
芳
和
　
　
　
　
　
二
組
　
二
　
大
筒
文
彦

　
三
絃
　
二
　
吉
岡
隆
安
　
　
　
　
　
四
絃
　
　
　
大
平
安
行

一
一
組
　
　
　
加
藤
政
昭
　
　
　
　
一
一
組
　
　
　
首
藤
治
世

一
一
組
　
　
　
小
松
武
勇
喜

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
　
山
家
部
落
の
発
生
に
つ
い
て

　
　
（
一
）
横
穴
古
墳
群

　
山
家
に
関
す
る
一
番
古
い
と
思
わ
れ
る
手
掛
か
り
は
、
金
比
羅

山
と
穴
森
の
横
穴
古
墳
群
で
す
。

　
東
別
府
駅
か
ら
西
の
方
向
に
仰
ぎ
み
る
感
じ
で
金
比
羅
山
が
追
っ

て
見
え
ま
す
が
、
そ
の
東
側
の
山
腹
と
、
さ
ら
に
西
の
芝
尾
墓
地

の
近
く
の
山
腹
に
古
代
人
の
横
穴
古
墳
の
あ
る
こ
と
は
、
案
外
地

元
の
人
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
千
数
百
年
の
歳
月
に
耐
え
て
、

予
想
以
上
に
原
型
に
近
い
状
態
で
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
浜
脇
浦
田
の
修
福
寺
に
、
こ
れ
ら
の
横
穴
古
墳
か
ら
出
土
し
た

「
鉄
製
轡
鏡
板
・
金
環
・
銀
環
・
勾
玉
・
管
玉
・
切
子
玉
・
白
玉
・

琉
璃
（
ガ
ラ
ス
）
の
小
玉
・
鉄
鏃
・
鉄
釘
・
須
恵
器
破
片
・
土
錘
」

な
ど
の
遺
物
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
横
穴
古
墳
は
、
お
よ
そ
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
の

も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。
飛
鳥
時
代
か
ら
白
鳳
時
代
に
か
け
て
の
も

の
で
し
ょ
う
。
大
和
地
方
で
は
仏
教
や
大
陸
文
化
が
花
開
い
た
頃

で
す
。

　
修
福
寺
に
あ
る
出
土
品
の
な
か
に
、
漁
網
の
錘
で
あ
っ
た
土
錘

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
横
穴
古
墳
の
中
に
副
葬
品
と
し
て
遺
骸
と
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平
原
古
墳
群
　
四
号
墳

゛ ?

　　1　　61む
　　10　　1

　示

‾　　141

　　　1:50

平原　横穴古墳（第四号）

　　　　　　　　　　実劇団入江秀利

と
も
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

披
葬
者
は
漁
携
者
の
有
力
者
で
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
古
墳
時
代
の
別
府
市
に
は
、
北

石
垣
の
春
木
川
を
中
心
に
し
て
水

田
耕
作
を
経
済
基
盤
と
す
る
氏
族

と
、
朝
見
川
の
川
口
の
入
江
を
中

心
と
す
る
漁
拐
を
経
済
基
盤
と
す

る
氏
族
（
南
方
よ
り
渡
来
し
た

安
曇
族
）
の
二
部
族
が
住
ん
で
い

た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
　
（
二
）
海
進
時
代
に
お
け
る
浜
脇
付
近
の
海
辺
の
状
況

　
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
朝
見
川
の
川
口
は
、
湾
入
し
て
入
江

に
な
っ
た
よ
う
で
、
地
形
を
く
わ
し
く
調
べ
て
み
る
と
、
古
代
に

は
こ
の
入
江
は
ハ
幡
朝
見
神
社
付
近
ま
で
も
入
込
ん
で
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
木
造
舟
の
停
泊
に
は
も
っ
て
こ
い
の
港

が
あ
っ
た
。
こ
の
入
江
を
中
心
に
、
古
代
海
上
交
通
お
よ
び
漁
僣

に
た
ず
さ
わ
っ
た
海
人
族
が
居
住
し
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
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さ
て
、
古
代
か
ら
近
世
の
間
に
お
い
て
、
朝
見
神
社
付
近
ま
で

「
海
道
」
が
あ
り
、
船
舶
の
出
入
り
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
現
在

の
地
図
で
等
高
線
二
〇
～
三
〇
米
の
地
域
と
な
る
よ
う
で
す
。

　
地
域
の
地
形
を
観
察
す
る
と
、
海
道
の
時
代
に
お
い
て
は
、
現

在
の
浦
田
と
山
家
お
よ
び
両
部
橋
付
近
は
、
か
な
り
な
入
江
で
あ

っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　
浦
田
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
、
辞
書
に
は
、
地
名
の
浦
は
「
海

や
湖
の
湾
曲
し
て
陸
地
に
入
込
ん
だ
所
。
海
辺
、
み
ず
ぎ
わ
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
和
三
丙
戌
四
月
の
「
漁
船
廻
船
囲

場
証
文
」
の
宛
名
、
浜
脇
・
田
野
口
岡
村
船
持
中
、
の
宛
名
か
ら

判
断
す
れ
ば
、
現
在
の
浦
田
付
近
は
入
江
で
、
漁
船
を
使
用
し
た

漁
携
な
ど
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
海

退
の
た
め
に
漁
港
を
失
っ
た
明
和
当
時
の
田
野
口
（
浦
田
を
含
む
）

の
漁
民
は
、
「
漁
業
権
」
を
持
っ
て
浜
脇
船
付
場
を
利
用
し
て
、

漁
業
に
従
事
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
山
家
に
つ
い
て
は
、
金
比
羅
山
の
展
望
台
を
背
後
に
も
つ
「
浜

脇
中
学
校
の
台
地
」
と
、
江
戸
時
代
か
ら
も
魚
見
台
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
「
赤
松
の
台
地
」
を
両
翼
に
も
つ
「
山
家
の
入
江
」
は
、

有
能
な
港
と
し
て
ま
た
必
要
な
農
耕
用
地
も
確
保
で
き
た
農
漁
村

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
然
な
が
ら
現

在
の
浜
脇
居
住
地
域
は
海
底
に
没
し
て
お
り
、
現
在
の
山
家
か
ら

浦
田
付
近
の
丘
陵
斜
面
「
浜
の
脇
の
地
域
」
に
住
ん
で
い
た
も
の

と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
地
形
図
で
「
山
家
の
入
江
」
で
の
等
高
線
二
〇
～
三
〇
米
を
海

岸
線
と
考
え
る
と
、
現
在
の
浜
脇
中
学
の
台
地
か
ら
、
浜
田
橋
、

九
組
の
二
辺
り
か
ら
市
営
住
宅
裏
の
（
旧
マ
ー
ヤ
マ
）
掘
削
斜
面

の
上
の
線
、
十
組
の
一
赤
野
台
地
か
ら
お
よ
そ
二
〇
米
下
に
な
り
、

最
大
幅
三
〇
〇
米
、
奥
行
二
〇
〇
米
の
入
江
に
な
り
、
か
な
り
の

舟
が
係
留
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
は
日
豊
線
の
土
手
が
海

岸
線
を
塞
い
で
い
る
の
で
入
江
（
港
）
の
感
じ
を
な
く
し
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

二
山
家
の
地
名
に
つ
い
て

　
山
家
は
、
角
川
の
日
本
地
名
大
辞
典
を
み
る
と
、

　
「
明
治
か
ら
現
在
に
至
る
通
称
地
名
。
速
見
郡
浜
脇
村
（
の
ち
の

浜
脇
町
）
、
明
治
三
九
年
か
ら
別
府
町
（
の
ち
別
府
市
）
大
字
浜

脇
の
う
ち
、
東
別
府
駅
南
部
の
丘
陵
地
帯
。
明
治
四
二
年
の
市
区

改
正
に
よ
り
赤
野
と
合
わ
せ
て
公
式
の
山
家
区
と
な
る
。
」
と
出
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て
い
ま
す
。

　
　
（
一
）
地
名
の
発
生

　
山
家
の
地
名
は
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
か
、
古
文
書
を
調

べ
て
み
ま
し
た
が
、
明
治
以
前
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
明
治
ヱ
ハ
～
一
八
年
の
「
地
券
名
寄
帳
」
（
土
地
台
帳
）
に
、

速
見
郡
演
脇
村
字
赤
野
、
ガ
ラ
ン
田
、
谷
ノ
浦
の
地
名
は
確
認
で

き
ま
し
た
が
、
「
山
家
」
の
地
名
は
見
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
明
治
一
五
年
の
「
地
価
取
調
帳
」
の
「
大
分
県
各
町
村
字
小
名

取
調
書
」
に
字
と
し
て
「
山
家
」
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
明
治
二
二
年
の
「
町
村
制
施
行
」
に
際
し
て
新
た
に
付
け
ら

れ
た
大
字
、
小
字
の
区
分
の
前
に
使
わ
れ
て
い
た
地
名
区
分
と
い

わ
れ
ま
す
。

　
地
番
・
地
号
見
出
帳
の
明
治
八
年
に
、

　
字
山
家
向
　
持
主
　
首
藤
甚
平

　
字
山
家
　
　
持
主
　
糸
永
久
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
三
献
拾
弐
歩
五
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
　
三
畝
歩

　
字
山
家
　
　
持
主
　
糸
永
奉
戴

と
あ
り
ま
す
。
明
治
八
年
（
二
Ｉ
四
年
以
前
）
地
方
行
政
組
織
の

公
文
書
に
「
山
家
」
の
地
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
以
前
か
ら
集

落
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。
赤
野
は
「
豊

後
国
志
（
一
八
〇
三
）
」
に
「
（
浜
脇
村
の
）
枝
村
と
し
て
赤
松
村

の
ほ
か
赤
野
村
を
あ
げ
る
」
の
記
録
が
あ
る
の
で
約
二
百
年
前
の

徳
川
時
代
か
ら
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
（
二
）
字
名
に
つ
い
て

　
町
内
の
地
名
は
通
称
字
名
で
よ
ん
で
い
ま
す
。
字
は
一
の
坪
・

峯
・
赤
野
・
辻
・
田
淵
・
山
家
・
伽
藍
田
・
谷
の
浦
（
裏
）
　
・
神

の
本
の
九
個
の
小
字
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
家
は
、
地
区
の
中
心
部
を
流
れ
る
浜
田
川
に
そ
っ
て
、
現
在

は
七
・
ハ
・
九
お
よ
び
一
一
組
で
、
北
向
き
の
場
所
で
す
が
昔
か

ら
住
居
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
昔
か
ら
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
神
の
本
は
、
北
側
は
浜
脇
中
学
校
の
敷
地
と
東
は
日
豊
線
、
北

は
金
比
羅
山
山
麓
の
道
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
、
一
組
と
ニ
ー
一
級
。

字
名
は
、
「
歳
の
神
」
や
「
秋
葉
さ
ま
」
の
ご
神
木
に
由
来
す
る

の
で
し
ょ
う
。

　
谷
の
浦
は
、
地
区
の
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
ニ
ー
ニ
お
よ

び
三
・
四
・
五
－
一
・
五
－
ニ
組
、
並
び
に
六
・
八
・
九
１
一
・

-110-



九
－
ニ
組
が
あ
り
ま
す
。
谷
の
浦
の
「
浦
」
は
海
辺
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
時
代
と
と
も
に
海
面
が
下
が
り
、
今
の
よ
う
な
凹
地
に

な
り
、
浦
と
裏
が
混
同
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
伽
藍
田
は
、
山
家
の
上
手
に
あ
り
ま
す
。
九
－
一
組
お
よ
び
九
－

三
組
で
す
。
珍
し
い
地
名
で
す
が
昔
こ
の
付
近
に
伽
藍
（
寺
）
が

あ
り
ま
し
た
が
、
衰
微
し
て
廃
寺
に
な
り
跡
が
田
に
な
っ
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。
再
興
さ
れ
た
寺
が
崇
福
寺
で
あ
る
と
由
緒
書
に
あ

る
そ
う
で
す
。
言
い
伝
え
や
お
寺
に
関
係
の
あ
る
遺
蹟
が
あ
れ
ば

お
知
ら
せ
願
い
た
い
。

　
峯
は
日
豊
線
と
マ
ー
山
に
面
し
た
、
昭
和
の
初
め
浜
脇
海
岸
埋

一の坪　宝鏡印塔（文政五年五月）

め
立
て
工
事
に
際
し
て
造
成
さ
れ
た
地
域
で
す
。
七
お
よ
び
一
ニ

組
の
一
部
と
、
一
三
・
一
四
・
一
五
組
や
市
営
住
宅
や
警
察
の
独

身
寮
が
あ
り
ま
す
。

　
一
の
坪
は
、
地
区
東
側
の
中
央
に
日
豊
線
に
沿
っ
て
、
五
１
一
・

七
－
三
組
で
、
線
路
の
施
没
前
は
一
番
地
味
豊
か
な
水
田
地
帯
で

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
赤
野
は
赤
野
乗
落
と
峯
に
接
す
る
市
営
住
宅
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
丘
陵
部
の
赤
野
集
落
は
、
県
道
中
村
～
別
府
線
に
沿
っ

て
お
よ
そ
二
〇
〇
年
か
ら
の
古
い
歴
史
を
も
つ
と
こ
ろ
で
す
。
銭

瓶
峠
を
越
え
て
府
内
の
城
下
に
通
じ
る
豊
前
街
道
（
小
倉
街
道
）

に
沿
っ
て
Ｉ
〇
Ｉ
Ｉ
・
一
〇
Ｉ
ニ
組
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
昔
は

街
道
沿
い
に
耕
地
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
住
宅
地
に
変
貌
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
高
崎
山
城
の
合
戦
や
赤
野
城
、
赤
地
蔵
な
ど
歴
史
や
民
話
を
秘

め
た
場
所
で
あ
り
ま
す
。

　
田
淵
は
赤
野
台
地
の
北
に
隣
接
し
た
平
な
高
地
で
、
一
時
び
わ

を
栽
培
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

辻
は
南
部
台
地
で
両
郡
橋
に
接
し
て
い
ま
す
。
辻
団
地
と
し
て
造

成
さ
れ
Ｉ
〇
－
三
お
よ
び
Ｉ
〇
－
四
組
が
あ
り
ま
す
。
（
つ
づ
く
）
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